
 

 

 
 
 事業の背景                                  
 
◆職場体験の実習を行う機会がほとんどない特別支援学校の児童・生徒は、社会や地

域の方々と接する機会が少ないまま、高等部になってはじめて実習に参加します。
この場合、実習に対して精神的に大きな抵抗感が生じ、就労自体を受け入れること
が難しい環境となっています。 

 
◆団体では、地域にあるさまざまな社会資源の支援を受けながら、児童・生徒自身が

小学部・中学部からの継続した職場体験学習（プレワーキング）を進めることで、
就学から就労への環境の変化に対応できると考え、事業に至りました。 

 
 
 事業の概要                                  
 
◆特別支援学校に通う児童・生徒を対象として、幼少期から地域住民や地元企業、小

中学校、家庭などと関わり合いを持ちながら、年間を通じて週 1 回、1 時間の職場
体験学習（プレワーキング）が行われました。 

 
◆受入れに応じた地元企業は 14 社に上り、コンビニ、旅館、ガソリンスタンド、保

険代理店、スーパー、製造業、美容室などからの協力が得られ、プレワーキングに
対する地域の理解が得られています。 

 
◆事業の成果は、協力企業とジョブサポーターが定例会で共有し、その情報を一般向

けの 2 回の講演会を通じて提供しています。助成期間終了後には、企業からの職場
体験受入数の増加や、事業を聞きつけた大阪府と奈良県の団体によって同様の取り
組みが開始されるなど、プレワーキングへの地域の理解や他府県への広がりがみら
れます。 

 
 
 
 
 

 

キーワード 障害者 子育て 就労支援 啓発 活 動 地 域 和歌山県 

事 業 名 生まれた地域で幸せに働く応援事業 

事 業 年 度 平成 24 年度 助 成 金 額 514 千円 

団 体 名 特定非営利活動法人 和歌山自立支援センター 

所 在 地 
〒641-0044 和歌山県和歌山市今福２－７－２１ 

ＴＥＬ：073-426-5578 

団 体 Ｈ Ｐ － 

 
☞児童・生徒に対して、住民ボランティア、地元企業、学校、家庭が関わり合いを持

つことで、対象者は安心してプレワーキングに参加でき、将来の就労に対する抵抗
感を生みにくくしています。 

 
☞地元企業から地域貢献の手段の一つとして位置付けられるなど、障害者の就労支援

に関する理解を広めるための、企業によるＣＳＲ活動としても期待されます。 

ここに注目！ 

活動報告書 
＜クリック！＞ 

http://www.wam.go.jp/Densi/kikin/eJoseiLib/seikabutsu/2012/20120110051-01.pdf
http://www.wam.go.jp/Densi/kikin/eJoseiLib/seikabutsu/2012/20120110051-01.pdf

